
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連続して入力される画像信号に て、各画像間の動き補償予測を利用した画像符号化
を行う動画像符号化装置において、
　入力された画像信号をあらかじめ一定量蓄積する蓄積手段と、
　該蓄積手段に蓄積された各画像

　

とを具備し、
　前記蓄積手段に蓄積されている画像を、

符号化することを特徴とする画像特徴に応じた画
像符号化装置
【請求項２】
　請求項 に記載の画像特徴に応じた画像符号化装置において、
　前記差分情報の取得は、時間的に隣接する画像間で行うことを特徴とする画像特徴に応
じた画像符号化装置。
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対し

の小ブロック毎の代表値間の差分情報または該各画像の
画素差分情報の画面内総和から画像間の変化量を測定し、該測定された変化量が予め決め
られた第１の閾値以上の場合に、フレーム内符号化モードでの符号化を行う画像を決定し
、該フレーム内符号化された画像と次にフレーム内符号化される画像の直前の画像までを
１ＧＯＰと決定する手段と、

前記１ＧＯＰ内の基準画像と他の画像との間の動き特徴予測情報の平均値を求め、予測
フレーム間隔と該平均値との間に反比例の関係が成立するように予測符号化フレーム間隔
を決定する手段

前記各手段により決定されるＧＯＰと、該ＧＯ
Ｐ内の予測符号化フレーム間隔に従って

１



【請求項３】
　請求項 に記載の画像特徴に応じた画像符号化装置において、
　

ことを特徴とする画像特徴に応じた
画像符号化装置。
【請求項４】
　請求項 に記載の画像特徴に応じた画像符号化装置において、
　前記基準画像は、対象となるＧＯＰ内で最も古い画像で ことを特徴とする画像特徴
に応じた画像符号化装置。
【請求項５】
　請求項 に記載の画像特徴に応じた画像符号化装置において、
　前記画像の小ブロック毎の代表値には、入力画像の小ブロック毎の 平均値、
分散値、標準偏差値、および平均値との絶対誤差和の少なくとも一つを利用することを特
徴とする画像特徴に応じた画像符号化装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は画像符号化装置に関し、特にデジタル動画像信号の動き補償予測を用いた符号化
を行う画像特徴に応じた画像符号化装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
連続して入力される動画像信号をより少ない符号量で符号化する高能率符号化方式のうち
、画像信号の画像間の動きと相関を利用する符号化方式として、過去の符号化された画像
を復号再生し、該画像からの小ブロック単位での動き情報を利用する動き補償予測符号化
がある。従来の動き補償予測符号化の一例を、図８に示す。
【０００３】
図８において、第１画面の入力画像信号１が入力された場合、予測モード制御部１２によ
り各々のスイッチはそれぞれ▲１▼側に接続されており、入力信号は高い符号化効率を得
るために直交変換器３に直接入力され、該直交変換器３でＤＣＴ（離散コサイン変換）な
どを用いて直交変換され、量子化器４で直交変換係数が量子化される。この量子化係数は
第１可変長符号化器５でハフマン符号などの可変長符号に変換されてビデオ多重化器１５
に入力される。
【０００４】
一方、逆量子化器６に入力した量子化係数は逆量子化され、さらに逆直交変換器７で画像
データが復元される。復元された画像データはフレームメモリ９に蓄積される。また、ビ
デオ多重化器１５では、第１可変長符号化器５からの符号化データや量子化器４からの量
子化情報１８を多重化して符号化ビデオデータ出力１６として出力する。
【０００５】
次の画面の入力画像信号１が入力されるようになると、符号化モード制御部１２により、
各々のスイッチは▲２▼側の接点に接続され、入力画像信号１が予測信号減算器２および
動き補償器１０に入力される。動き補償器１０では該入力画像信号１とフレームメモリ９
から入力された参照画像とで動きベクトルが検出され、該動きベクトルは位置シフタ１１
と第２可変長符号化器１４に入力される。第２可変長符号化器１４では、動きベクトル情
報がハフマン符号などの可変長符号に変換されてビデオ多重化器１５に入力される。
【０００６】
位置シフタ１１では、動きベクトルによって指定される画像信号をフレームメモリ９から
抽出し、動き補償予測信号として予測信号減算器２および局所復号加算器８に出力される
。予測信号減算器２で入力画像信号１から動き補償予測信号が減算され、その予測誤差が
符号化される。予測誤差信号は高い符号化効率を得るために直交変換器３においてＤＣＴ
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１
前記１ＧＯＰ内の基準画像と他の画像との間の動き特徴予測情報の算出は、前記基準お

よび他の画像を小ブロックに分割し、該小ブロック毎の代表値により縮小画像を作成し、
該縮小画像間の動き予測を行って予測誤差量を求める

３
ある

３
各画素値の



（離散コサイン変換）などを用いて直交変換され、量子化器４で量子化された信号は第１
可変長符号化器５でハフマン符号などの可変長符号に変換される。また復号側と同一の予
測信号を用いるために、量子化器４で得られる量子化係数を逆量子化器６で逆量子化し、
逆直交変換器７で予測誤差信号が局所的に復号される。さらに動き補償予測信号が局所復
号加算器８で復元された予測誤差信号と加算され、フレームメモリ９に蓄積される。
【０００７】
動画像の符号化では、画像間の動きや相関を利用した符号化を行うことで、符号化効率を
向上することができるが、符号化された動画像から任意の時点の画像の復号再生を行う場
合には、動き補償予測で用いた参照画像もあらかじめ復号再生されている必要があるため
、符号化画像の先頭からの復号処理を行わないと全ての画像の復号再生を行うことができ
ないことになる。この問題を解消するため、過去の復号再生画像と関係なく独立して復号
することができるフレーム内予測符号化フレームを定期的に挿入することにより、符号化
効率を保ちながら、なおかつ動画像の先頭以外からの復号再生を可能としている。
【０００８】
動画像の符号化では、高能率符号化と復号再生の利便性から、以下の３種類の画像符号化
方式を組み合わせて利用されている。
【０００９】
Ｐフレーム：片方向予測フレーム。フレーム間予測フレームの一つ。過去に符号化された
画像からフレーム間動き補償予測符号化により符号化される。該画像は復号再生され、次
のＰフレーム符号化のための参照画像となる。参照される画像と参照する画像の類似性が
高い場合には符号化効率が向上する。
【００１０】
Ｂフレーム：フレーム間予測フレームの一つ。過去に符号化された時間的に前後する２枚
の画像からフレーム間動き補償予測により符号化される。該フレームは参照画像としては
利用されない。
【００１１】
Ｉフレーム：フレーム内符号化フレーム。画像間の動きと相関は利用せず、１枚の画像を
独立して符号化する。したがって独立したフレームの復号が可能。
【００１２】
上記の３種類の符号化方式を組み合わせ、独立した復号が可能な画像群の最小単位をＧＯ
Ｐ（ Group Of Picture）と呼ぶ。また、その符号化方式の組み合わせをＧＯＰ構造という
。一つのＧＯＰ内で最初に符号化されるフレームはフレーム内符号化（Ｉフレーム）とな
る。図９にＧＯＰの例を示す。図９において一つのＧＯＰに含まれるフレーム数をＧＯＰ
サイズ、Ｐフレーム間、またはＩフレームとＰフレームとの間隔を予測フレーム間隔と呼
ぶ。
【００１３】
従来は、入力画像の特徴に関係なくＩフレーム挿入間隔、つまりＧＯＰサイズを固定値と
し、一定枚数ごとに強制的にフレーム内符号化を行っている。そのため、参照画像との相
関が高く、フレーム間予測符号化を用いることで符号化効率が向上できる可能性がある場
合でも、フレーム内符号化を利用しなくてはならない場合が生ずる。
【００１４】
また、予測フレーム間隔についても、最も符号化効率のよい予測フレーム間隔は画像の特
徴に依存する。たとえば、動きの激しい映像では、予測フレーム間隔を短くすることによ
って参照画像からの予測効率が高くなり、符号化効率を向上することができる。逆に変化
がほとんどない場合には、予測フレーム間隔を長くすることにより、符号化効率を向上す
ることができる。しかし、従来の方式では画像の特徴には関係なく、固定的に予測フレー
ム間隔を０．１秒程度としている。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
前記した従来方法による画像の符号化においては、入力される画像に変化があり、フレー
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ム間予測符号化が効果的ではない場合でもフレーム間予測符号化が用いられたり、フレー
ム間予測符号化であれば効果的な符号化ができるにもかかわらず、強制的にフレーム内予
測符号化が用いられたりするため、符号化効率の向上や、復号再生画像の画質の向上を妨
げている。また、画像特徴変化直後の画質に大幅な変動が起こることも避けることができ
ない。例えば、シーンの変化等の大きな変化が入力画像にあった場合には、画質が大幅に
変動してしまうという問題があった。
【００１６】
本発明の目的は、前記した従来技術の問題点を解決し、入力画像の特徴や、入力画像の特
徴の変化に応じて、ＧＯＰサイズ、および予測フレーム間隔を適応的に変化させることで
、符号化効率の向上を達成し、更に符号化画像品質を安定化させる画像特徴に応じた画像
符号化装置を提供することにある。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明は、連続して入力される画像信号に て、各画像
間の動き補償予測を利用した画像符号化を行う動画像符号化装置において、入力された画
像信号をあらかじめ一定量蓄積する蓄積手段と、該蓄積手段に蓄積された各画像

とを具備し
、前記蓄積手段に蓄積されている画像を、

符号化するようにした点に特徴がある。
【００１８】
この特徴によれば、ＧＯＰサイズは画像特徴により異なるサイズとなり、入力画像間の動
きの特徴により、最適な予測フレーム間隔を決定することができるようになる。さらに、
従来の固定ＧＯＰサイズおよび固定予測フレーム間隔での画像符号化方式では避けること
のできなかった入力画像の変化に伴う画質の大幅な変動や、符号化効率の低下を解消する
ことができるようになる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下に、図面を参照して、本発明を詳細に説明する。図１は、本発明の一実施形態の構成
を示すブロック図である。なお、以下の説明では、動画像符号化方式として、図８に示し
た符号化装置を用いるものとするが、本発明はこれに限定されるものではない。また、図
８と同じ符号は、同一または同等物を示す。
【００２０】
この実施形態は、連続して入力される画像信号からその画像信号の特徴の解析を行い、そ
の情報に応じてＧＯＰ構造を決定し、その情報から符号化処理を行うことに特徴がある。
【００２１】
図１において、連続的に入力される画像信号はＧＯＰ構造決定部２０において、その特徴
解析を行い、入力画像に応じたＧＯＰ構造を決定し、その情報を基に、画像の符号化の際
に符号化モード制御部１２に対してＧＯＰ構造情報信号２１を出力し、また、符号化レー
ト制御部１７に対して符号化複雑度予測情報２２を出力する。なお、上記以外の動作は、
図８の符号化装置の動作と同様であるので、説明を省略する。
【００２２】
図１におけるＧＯＰ構造決定部２０の処理の実施形態をブロック図により示したものが図
２～図５である。本発明の第一実施形態である図２における処理の手順を説明する。まず
連続的に入力される画像信号は、フレームメモリ３１に蓄積される。フレームメモリ３１
では最大ＧＯＰサイズ分の画像を蓄積することができるものとする。
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対し

の小ブロ
ック毎の代表値間の差分情報または画素差分情報の画面内総和から画像間の変化量を測定
し、該測定された変化量が予め決められた第１の閾値以上の場合に、フレーム内符号化モ
ードでの符号化を行う画像を決定し、該フレーム内符号化された画像と次にフレーム内符
号化される画像の直前の画像までを１ＧＯＰと決定する手段と、前記１ＧＯＰ内の基準画
像と他の画像との間の動き特徴予測情報の平均値を求め、予測フレーム間隔と該平均値と
の間に反比例の関係が成立するように予測符号化フレーム間隔を決定する手段

前記各手段により決定されるＧＯＰと、該ＧＯ
Ｐ内の予測符号化フレーム間隔に従って



【００２３】
２画像間変化量解析部３２では、フレームメモリ３１に蓄積される各画像と、時間的に直
前に隣接する画像との間の映像からの変化量の算出を行い、その結果である画像間変化量
情報ＡをＧＯＰ境界決定部３３に出力する。ここでは画像間変化量情報Ａの算出には対象
画像と直前の画像を用いたが、その他の画像を用いることも可能である。
【００２４】
ＧＯＰ境界位置決定部３３では、２画像間変化量解析部３２から出力された、画像間変化
量情報Ａから、フレームメモリ３１内においてＧＯＰ境界とするのに最適な位置を決定し
、その情報をＧＯＰ境界位置情報Ｂとして出力する。このＧＯＰ境界位置の決定により、
フレームメモリ３１内にある該決定したＧＯＰ境界位置よりも古い画像が１つのＧＯＰと
なる。
【００２５】
また、簡易動き探索部３４では、ＧＯＰ境界位置決定部３３におけるＩフレーム位置挿入
決定、つまり１ＧＯＰサイズ決定後に、ＧＯＰ境界位置決定部３３から出力されたＩフレ
ーム挿入位置情報であるＧＯＰ境界位置情報Ｂと、フレームメモリ３１に蓄積されている
映像情報から決定された１ＧＯＰサイズ分の画像の中から基準となる画像を決定し、その
画像と他の画像との間での簡易動き探索により、動き特徴予測情報Ｃを出力する。
【００２６】
次に、予測フレーム間隔決定部３５において、簡易動き探索部３４から入力された動き特
徴予測情報Ｃにより予測フレーム間隔を決定し、予測フレーム間隔情報Ｄを出力する。
【００２７】
画像間変化量情報Ａ，ＧＯＰ境界位置情報Ｂ，動き特徴予測情報Ｃ，および予測フレーム
間隔情報Ｄは、符号化複雑度予測部３７に入力され、該符号化複雑度予測部３７において
、Ｉ，Ｐ，Ｂ各フレーム符号化モードにおける符号化の複雑度を予測し、その情報を符号
化複雑度予測情報Ｅとして符号化レート制御部３８へ出力する。
【００２８】
符号化レート制御部３８では、入力画像の符号化時に、符号化複雑度予測部３７から入力
された符号化複雑度予測情報Ｅを反映させて符号化レート制御を行う。また、ＧＯＰ境界
位置情報Ｂおよび予測フレーム間隔情報Ｄは、符号化モード制御部３６にも出力され、該
符号化モード制御部３６は該情報により決定されるＧＯＰ構造により、符号化時のスイッ
チの制御を行う。
【００２９】
フレームメモリ３１内の一つのＧＯＰの構造が決定した後に、該ＧＯＰ内の各画像の符号
化を行うため、フレームメモリ３１は図１の予測信号減算部２に対して画像信号を出力し
、出力された画像信号情報は、フレームメモリ３１から削除される。
【００３０】
フレームメモリ３１は、一つのＧＯＰの符号化が終了すると、フレームメモリ３１内の残
りの画像の後に連続して入力される画像を蓄積する。フレームメモリ３１は、最大ＧＯＰ
サイズ分の画像信号を蓄積すると、次のＧＯＰ構造決定のための処理を行い、この処理を
繰り返す。
【００３１】
次に、本発明の第１実施形態である図２のＧＯＰ構造決定部２０の各部の動作の詳細を説
明する。
【００３２】
まず、フレームメモリ３１では、連続して入力される画像信号を蓄積する。蓄積する画像
枚数は、符号化時に決定する最大ＧＯＰサイズ以上とする。フレームメモリ３１では、２
画像間変化量解析部３２、および簡易動き探索部３４に対して画像信号の出力を行う。ま
た、蓄積されている画像群において、一つのＧＯＰの構造が決定されると、画像符号化装
置に対して画像信号の出力を行い、出力した画像信号はフレームメモリ３１から削除し、
該領域上に、新たに入力される画像信号を蓄積する。
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【００３３】
次に２画像間変化量解析部３２では、フレームメモリ３１から２枚の画像情報を取り出し
、該画像間の変化量情報Ａの算出を行う。算出方法には、２枚の画像における同位置の画
素情報同士の絶対差分量のフレーム内の総和量により決定する方法や、画像を小ブロック
に分割し、該小ブロック毎の画素の分散値を求め、該分散値を小ブロックの代表値とした
フレーム間の絶対差分量のフレーム内の総和量により決定する方法をとる。
【００３４】
前者の決定方法は、例えば図１０ (a) に示されているように、画像ｉ、ｊの各画素値を、
Ｐ i1，Ｐ i2，…，Ｐ in；Ｐ j1，Ｐ j2，…，Ｐ jnとした場合、同図の (1) 式により決定され
る。また、後者の決定方法は、例えば同図 (b) に示されているように、画像ｉ、ｊの各小
ブロックの分散値を、σ i1，σ i2，…，σ im；σ j1，σ j2，…，σ jmとした場合、同図の
(2) 式により決定される。
【００３５】
なお、前記決定方法の各画素値は、輝度値のみによる処理を行ったが、色差値による処理
や、輝度および色差値双方を用いる処理も可能である。２画像間変化量解析部３２で算出
された画像間変化量情報Ａは、ＧＯＰ境界決定部３３、および符号化複雑度予測部３７へ
出力される。
【００３６】
ＧＯＰ境界位置決定部３３では、２画像間変化量解析部３２より入力された画像間変化量
情報Ａから、その値がある閾値を越えた場合に該フレーム直前をＧＯＰ境界とする方法を
とる。また、フレームメモリ３１内の全画像についての画像間変化量情報Ａからその最大
値をもつ画像の直前をＧＯＰ境界とする方法や、閾値による方式と最大値による方式との
論理和、論理積による決定も可能である。ＧＯＰ境界位置決定部３３で得られたＧＯＰ境
界位置情報Ｂは、簡易動き予測部４、符号化モード制御部３６、および符号化複雑度予測
部３７へ出力される。
【００３７】
簡易動き探索部３４では、ＧＯＰ境界位置決定部３３においてフレームメモリ３１内の画
像について一つのＧＯＰサイズが決定した後、該ＧＯＰ内の画像の動き情報を予測するた
めに簡易動き探索処理を行う。最も正確な動き情報を収集するには、図１に示す動画像の
符号化装置における動き補償器１０での動き探索処理と同様に、入力画像を８×８画素や
１６×１６画素単位の小ブロック単位に分割し、該小ブロックのそれぞれについて動き探
索を行い、その処理で得られた小ブロック毎の動き情報から判断する方法であるが、動き
探索に要する処理量は非常に大きく、例えば画像サイズが７２０×４８０画素で、探索範
囲を±１６画素とした場合、１枚の画像における動き探索処理に２３ １ 回以上の加算処理
が必要となる。
【００３８】
このような処理を簡易動き探索部３４で行うことを考えると、本方式での符号化を行う場
合には、処理量の大きい動き探索処理をＧＯＰ構造決定の際と、実際の符号化の際とで２
度行う必要が生ずる。この不具合を避けるために、ＧＯＰ構造決定の際に得られた動き情
報を、画像符号化時の動き補償器１０での動き情報として利用することで、動き探索の処
理回数を１度とする方法が考えられるが、本方式では予測フレーム間隔が確定する前に簡
易動き検出部３４の動作が行われるために、該簡易動き検出部３４の探索処理により得ら
れた動き情報を、画像符号化における動き補償器１０においてそのまま利用することは不
可能である。
【００３９】
そのため、本発明では簡易動き探索部３４では処理量の少ない簡易な動き探索処理を行い
、その情報から画像の動き情報を予測する手段を用いる。以下に簡易動き探索処理を説明
する。
【００４０】
まず、決定されたＧＯＰ内の一つの画像を基準画像として選択し、該基準画像を小ブロッ
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ク毎に分割し、該小ブロックを一つの代表値で表現した縮小画像を作成する。ここで、該
代表値の算出には、例えば、小ブロック内全画素値の分散を用いることができる。また、
基準となる画像の選択方法として、対象となるＧＯＰ内で最も古い画像を利用することと
するが、他の画像を選択することも可能である。
【００４１】
次に、基準となる画像との動き特徴を把握するため、対象画像を定め、該画像の縮小画像
を作成する。そして基準画像と対象画像の縮小画像を用いた動き探索処理を行う。本発明
ではこの処理をＧＯＰ内の基準画像以外の全ての画像に対して行うが、全てではなく、選
択的にいくつかの画像と行うことも可能である。
【００４２】
本方式では、この小ブロック単位で画像特徴情報をよく反映する代表値を算出し、１画像
内の全ての小ブロックの代表値から縮小画像を作成し、この縮小画像を用いて画像間の簡
易動き探索を行う。図６は縮小画像の作成を示したものである。入力される画像のサイズ
を水平方向Ｍ画素、垂直方向Ｎ画素とし、小ブロックのサイズを水平および垂直方向に８
画素とすると、各小ブロックの代表値には６４画素に対して１個の値となり、生成される
縮小画像のサイズはＮ，Ｍ共に８の倍数の場合には、水平方向Ｍ／８画素、垂直方向Ｎ／
８画素となる。また、小ブロックのサイズは８画素×８画素以外にも、１６画素×１６画
素や、その他全ての矩形ブロックでの処理が可能である。
【００４３】
また、本方式では小ブロック毎の代表値の算出には、小ブロック内全画素値の分散を利用
したが、平均値、標準偏差値、または平均値との絶対誤差和の利用、または各々の組み合
せの利用も可能である。ここでは画素値には輝度値を用いるが、色差値、または輝度値と
色差値の双方を利用することも可能である。
【００４４】
また、動き探索による動き特徴値は、一般的な動き探索処理では、該小ブロック単位での
動き探索を行い、最も差分量の小さい位置を示すベクトルを算出するが、本方式において
は縮小画像を用いるため、動きベクトル情報の精度は低い。そのため、画像全体の動きの
大きさの指標として、縮小画像情報での動き探索の際に最も動き補償予測誤差の低い位置
における動き補償予測誤差量をその画像における動き特徴値とする。また、この動き補償
予測誤差の算出には、２乗誤差量、絶対誤差量、平方根での絶対誤差量の利用が可能であ
る。一般的な原画像画素情報を用いた動き探索処理と比較し、小ブロックを１６画素単位
とした縮小画像を作成し、簡易動き探索処理の場合では、２１ ３ 回程度の加算処理となり
、一般的な動き探索処理における演算量の１／１０００００以下となる。得られた動き特
徴予測情報Ｃは予測フレーム間隔決定部３５へ出力される。
【００４５】
１ＧＯＰ内で基準となる画像とそれ以外の画像との間での簡易な動き探索により得られた
動き補償予測誤差量は、動き特徴予測情報Ｃとして予測フレーム間隔決定部３５に入力さ
れる。予測フレーム間隔決定部３５では、該動き特徴予測情報Ｃより予測フレーム間隔を
決定する。画像の符号化の際に、画像間における動きや変化が大きい場合には予測フレー
ム間隔を小さくとり、また、画像間における動きや変化が小さい場合には予測フレーム間
隔を大きくとることにより、最も効率的な符号化を行うことができる。したがって、まず
１ＧＯＰにわたる動き特徴を把握するために、１ＧＯＰ内の基準画像とその他の画像との
間の全ての動き特徴予測情報を求め、次いでその平均値を求める。そして、該平均値を代
表値とし、該代表値を基に予測フレーム間隔を決定する。予測フレーム間隔と、得られた
平均値との間に反比例の関係を持たせることが、本発明の一つの特徴である。また、１Ｇ
ＯＰ内の代表値の算出には、平均値を利用する方法以外にも、最大値、最小値を利用する
ことも可能である。
【００４６】
また、入力される画像の解像度が高い場合には、画素に対する相対的な動き量は大きくな
るため、画像の解像度と最適な予測フレーム間隔との関係は反比例となる。本発明では予
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測フレーム間隔値の決定の際に、画像の解像度情報との反比例関係を反映させることを他
の特徴とする。決定された予測フレーム間隔情報Ｄは、符号化複雑度予測部３７、および
符号化モード制御部３６へと出力される。ＧＯＰ境界位置情報Ｂ、および予測フレーム間
隔情報Ｄは、共に符号化モード制御部３６に伝達され、その情報を基に各画像の符号化時
のスイッチの制御を行う。
【００４７】
画像間変化量情報Ａ，ＧＯＰ境界位置情報Ｂ，動き特徴予測情報Ｃ，および予測フレーム
間隔情報Ｄは、符号化複雑度予測部３７に入力され、Ｉフレーム、Ｐフレーム、Ｂフレー
ムそれぞれの符号化モードでの符号化における発生符号量予測の指標となる符号化複雑度
予測情報Ｅを算出し、符号化レート制御部３８へ出力する。
【００４８】
符号化レート制御部３８では、新たなＧＯＰの符号化へと処理が移る際に、各符号化モー
ドにおける符号化複雑度予測情報を、符号化複雑度予測部３７から入力される符号化複雑
度予測情報Ｅにより更新する。従来は入力画像の切り替わりや、変動にかかわらず、同じ
符号化モードを持つ過去のフレームで利用した符号化複雑度予測情報を利用していた。そ
のためシーンの変化等の大きな変化が入力画像にあった場合には相関のないフレームの符
号化複雑度予測情報の影響を受け、画質が大幅に変動してしまう問題があった。しかし、
本発明においては、符号化を行う画像情報からの予測であるため、このような問題を解消
することができる。
【００４９】
次に、各符号化モードに対する符号化複雑度予測情報Ｅの算出方法を説明する。Ｉフレー
ムにおける符号化複雑度予測情報Ｅの算出には、Ｉフレームとして符号化される画像を小
ブロック単位に分割し、該小ブロック毎の画素値の分散を求め、該分散の画面内平均、お
よびスケーリングパラメータである固定値ＳＩとの積により決定する。画素値には、輝度
情報、色差情報、および双方の利用が可能である。
【００５０】
また、該小ブロック毎の画素値の分散と、隣接小ブロックの画素値の分散値との間で算出
した絶対差分量が閾値以上となった場合には、入力画像の該小ブロック領域には輪郭等の
エッジ情報が含まれていると判断し、該小ブロック領域を符号化する際に、多くの符号量
を割り当てることができるよう、符号化レート制御部３８に反映させることにする。
【００５１】
Ｐフレームにおける符号化複雑度予測情報Ｅは、対象ＧＯＰ内の全ての動き特徴予測情報
Ｃより平均値を求め、該平均値とスケーリングパラメータである固定値ＳＰとの積により
決定する。また、Ｉフレームにおける符号化複雑度予測情報をスケーリングして算出する
ことも可能である。
【００５２】
Ｂフレームにおける符号化複雑度予測情報Ｅは、Ｐフレームにおける符号化複雑度予測情
報とスケーリングパラメータである固定値ＳＢとの積により決定する。
【００５３】
次に、本発明の第２実施形態を、図３に示す。この実施形態は、図２の実施形態から符号
化複雑度予測部３７の処理を省いた構成を有するものである。
【００５４】
次に、本発明の第３実施形態を、図４に示す。この実施形態は、図３の第２実施形態から
ＧＯＰサイズの決定にかかわる処理を省いた構成を有するものである。この実施形態にお
いては、ＧＯＰサイズは、あらかじめ指定された長さで固定となり、各ＧＯＰにおいて、
動き特徴予測情報Ｃから、最適な予測フレーム間隔を適応的に変化させるようにしている
。
【００５５】
次に、本発明の第４実施形態を、図５に示す。この実施形態は、図３の第２実施形態から
予測フレーム間隔の決定にかかわる処理を省いた構成を有するものである。この実施形態
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においては、予測フレーム間隔は、あらかじめ指定された間隔で固定となり、入力画像の
特徴である画像間変化量情報Ａにより、ＧＯＰサイズのみを適応的に変化させるようにし
ている。
【００５６】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明によれば、入力画像の特徴や変化に応じたＧＯＰ
サイズをとるようにしたので、入力画像の変化に適応したＧＯＰサイズをとることが可能
になる。また、このため、固定ＧＯＰサイズでの符号化の場合に生じる符号化効率の低下
、画質の変動を避けることができるようになる。
【００５７】
また、決定されたＧＯＰサイズから、該ＧＯＰ内の画像の動き特徴を検出し、その動き特
徴に応じた予測フレーム間隔を設定するようにしたので、入力画像の動き特徴に応じた予
測フレーム間隔を取ることが可能になる。また、このため、従来の固定予測フレーム間隔
での符号化を行う場合と比較し、符号化効率を向上することができるようになる。
【００５８】
さらに、従来の装置ではシーンチェンジ等によって前のＧＯＰと対象ＧＯＰとの間に画像
特徴に関連がない場合においても前のＧＯＰで利用した符号化複雑度予測情報を反映する
ことによって、符号化画像の画質の大幅な変動や、劣化、符号化効率の低下が発生してい
た。しかし本発明では、１ＧＯＰの符号化終了後、次のＧＯＰの符号化処理前に、対象Ｇ
ＯＰ内の画像の特徴から符号化複雑度予測情報を算出することにより、関連のないＧＯＰ
の画像特徴の影響を受けることなく、安定した画質での符号化を行うことができるように
なる。
【００５９】
ＭＰＥＧ２方式によるシーンの変化のある画像でのシミュレーション実験結果を図７に示
す。シミュレーションでは４Ｍｂｉｔ／ｓの符号化レートで圧縮符号化した場合に、ＧＯ
Ｐサイズを１５フレーム固定、予測フレーム間距離を３フレームで固定した従来装置の符
号化に対し、本発明ではＰＳＮＲの変動が小さく、かつ０．６５ｄＢの画質の改善を行う
ことができた。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明を含む動き補償予測符号化装置のブロック図である。
【図２】　本発明の一実施形態のＧＯＰ構造決定部の構成を示すブロック図である。
【図３】　本発明の第２実施形態を示すブロック図である。
【図４】　本発明の第３実施形態を示すブロック図である。
【図５】　本発明の第４実施形態を示すブロック図である。
【図６】　簡易動き探索のための縮小画像作成の説明図である。
【図７】　本発明のシミュレーション実験結果を示すグラフである。
【図８】　本発明が適用される従来の動き補償予測符号化装置のブロック図である。
【図９】　従来のＧＯＰ構造を示す図である。
【図１０】　２画素間変化量の算出方法の説明図である。
【符号の説明】
１０…動き補償器、１２、３６…符号化モード制御部、１７、３８…符号化レート制御部
、２０…ＧＯＰ構造決定部、２１…ＧＯＰ構造情報信号、２２…符号化複雑度予測情報、
３１…フレームメモリ、３２…２画素間変化量解析部、３３…ＧＯＰ境界位置決定部、３
４…簡易動き探索部、３５…予測フレーム間隔決定部、３７…符号化複雑度予測部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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